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  序文 
• 序論   
•  第一部  
• 明代朱子学の動向 
• 山西省河津市万栄県平原村薛氏家廟及び薛貞について 
• 薛瑄について  
• 薛瑄の思想  
• 薛瑄の『読書録』とその修養説 
• 薛瑄の理学について  
• 薛瑄の政治哲学  
• 薛瑄の心性論について  
• 薛瑄の詩について  
• 丘濬の『学的』における道統の意義について  
• 胡居仁『居業録』に見る「心」について   
• 第二部  
• 山崎闇斎とその学風  
• 山崎闇斎『文会筆録』に見る明代朱子学―『大学衍義補』を中心として― 
• 山崎闇斎『文会筆録』に見る胡居仁の思想  
• 山崎闇斎の教育思想と『大和小学』  
• 山崎闇斎『闢異』に見る倫理思想について  
• 山崎闇斎の主敬思想と『敬斎箴』について  
• 山崎闇斎と日本のこころ  
• 第三部 
• 『朱子家礼』について  
• 我が国の婚礼に見る『家礼』の影響について  
• 水戸の儒葬に見る『朱子家礼』の受容について  
• 曲阜に於ける儒葬と我国の神葬 ―朱子『家礼』との比較を通して―  
• 水戸を中心とした神葬の淵源とその展開 
• 結論 
  
